
「しくみ図解　M＆Aのポイント」｜編集部おすすめの１冊

数あるビジネス書や経済小説の中から、M＆A
Online編集部がおすすめの1冊をピックアップ。M＆Aに関するものはもちろん、日々の仕事術や経済
ニュースを読み解く知識として役立つ本を紹介する。

「しくみ図解 M＆Aのポイント」　小本恵照・尾関 純 編著、中央経済社刊

企業の規模や業種を問わず、M＆Aが経営戦略の一翼を担うようになって久しい。話題のM＆Aはニュー
スとして大きく取り上げられ、中小企業の後継者問題を受けてM＆Aを活用した第三者承継も近年注目
を集めている。こうした中、M＆Aは企業経営者にとどまらず、一般のビジネスパーソンにとっても“
必須科目“になりつつある。

M＆A入門の決定版を自負するのが本書。初学者はもちろん、最新のM＆Aの基礎を学び直したいという
経営者や管理職の面々も読者として想定している。

本文の前に添えられる「はじめに」で特に言及されているわけではないが、2014年の発行から増刷を
重ねてきた「すらすら図解&nbsp;&nbsp;M＆Aのしくみ」の後継本。今回、タイトルを「しくみ図解
M＆Aのポイント」に改めるとともに、内容をアップデートした。
編著者は前作と同様、小本恵照（駒沢大学教授）、尾関純（ちよだ税理士法人代表社員）の2氏が務め
た。

構成は10章・77項目で、いずれも前作と同じ。各項目は2ページ見開きでまとめ、左ページには要点を
図解で示している。図解はほぼ一新した。

M＆Aと企業経営の関連、M＆Aのスキーム（手法）、実行プロセス、企業評価の方法、会計・税務処理
、クロスボーダーM＆A、敵対的買収と防衛策などをテーマとして取り上げ、M＆Aに関する基礎的な内
容を押さえた。

M＆Aを理解するうえで避けて通れないのがスキーム。合併、株式交換・移転、株式交付、会社分割、
事業譲渡、株式譲渡、第三者割当増資…。

買収対象は法人それとも事業なのか、対価は現金それとも株式なのか、そして買収対象の法人・事業を
買い手企業の中に直に取り込むか、子会社としてぶら下げるかによって、採用されるスキームは変わっ
ている。TOB（株式公開買い付け）、MBO（経営陣による買収）は株式譲渡の一形態に過ぎない。

最も多く項目を割いたのは第4章「M＆Aの実行プロセス」。ターゲット企業の絞り込みから、FA（フ
ァイナンシャルアドバイザー）選定、意向表明、基本合意、DD（デューデリジェンス＝買収監査）、
企業価値評価、スキームの策定、最終契約・クロージング（取引の実行）までの一連の流れを大づかみ
できる。（2022年5月発売）
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